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実施内容資料
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01 目的

010101
「防災」を

知る・学ぶ機会の提供
地域防災の
担い手育成

020202
地域コミュニティの強化

030303

「エンタメ」✕「防災」をテーマした体験型防災イベントを展開し

楽しみながら自然と防災意識を高めると同時に、参加者同士が交流を深める

 多様な防災コンテンツを体験することで

防災について ”楽しみながら”
学ぶ

 各地域の防災士・自主防災組織が

イベント運営に関わることを通じて

地域防災の担い手を育成

 イベントの参加者や運営者

出展企業や団体等が、イベントを通じて

”つながる” 機会を創出
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02 実施概要

町内外から多くの人が集う、神石高原町の道の駅「さんわ182ステーション」にて

ASOBO PARK（アソボパーク）
の
防災イベント
を企画・開催する

「防災」と「エンタメ」を融合することで、防災に対するネガティブなイメージを解消し、参加者が 

“楽しみながら”  防災意識や災害対応スキルの向上、地域コミュニティ強化を図ることを目的とした

イベントの運営を行う。主に若年層の親子を対象として、防災イベントの開催や出展を多数実施。

とは
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02 実施概要
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02 実施概要

[時　間]

第一候補　2026年 11月 22日（日）　

※予備日： 11月
23日（月祝）

第二候補　2027年 3月 21日（日）　

※予備日： 3月
22日（月祝）

10：00 ～
15：00

[場　所] 道の駅 さんわ182ステーション

[参加者]  800人想定

[日　程]

引用元：Google社「Google マップ、Google
Earth」 5



02 実施概要

防災力の向上・防災体験

・有事に役立つマシン体験（ドローン・ショベルカー）

・避難行動体験（防災タイムトライアル）

・防災ワークショップ（防災製品・サービス関連企業による出展）

・防災ワークショップ（地元防災士、自主防災組織による運営協力）

・大釜炊き出し教室（行政職員・地元防災士、自主防災組織を対象）

・水消火器体験（地元消防局）

※スタンプラリーを実施し、来場者に万遍なく防災に関する体験をしてもらう想定
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[ 有事に役立つマシン体験
]

災害復旧・復興の現場で活躍するショベルカーやドローンの操縦を体験する。
本物の重機を使用したクレーンゲームや、小型ドローンレースなど。

プログラムの概要（防災力の向上・防災体験）
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[ 避難行動体験（防災タイムトライアル）
]

災害発生時の避難行動・災害現場を想定して作ったコースを、タイムトライアルで競うゲーム
地震・火災の発生時に取るべき行動や身に着けておくべき身体の使い方を養う。

プログラムの概要（防災力の向上・防災体験）
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[ 防災ワークショップ  ※防災製品・サービス関連企業による出展 ]

民間企業のもつ防災グッズやサービスを紹介・体験するブースを出展し
参加者が体験を通じて、防災への関心や知識を得る。

プログラムの概要（防災力の向上・防災体験）

※掲載している企業・製品はイメージです 9



[ 防災ワークショップ  ※地元防災士、自主防災組織による運営 ]

防災意識・知識を養うワークショップを実施（防災士の紹介や活動の場として活用）
防災バックの中身を考えるコンテンツや、廃段ボールベッドの制作、非常食調理体験など。

町内各地区
（ 油木・豊松・三和・神石 ）
から数名ずつ運営に参加

03 プログラムの概要（防災力の向上・防災体験）

担い
手育
成
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03 プログラムの概要（防災力の向上・防災体験）

[ 大釜炊き出し教室  ※町職員・地元防災士や自主防災組織が参加 ]

数百人分用の炊き出しかまどの使用して、大量調理の方法や衛生管理についての教室を専門家が開講。
職員・地元防災士や自主防災組織が参加し、自分たちで切る・炊く・炒めるなどの行程を体験。
作った炊き出しをイベント参加者へ提供するなど、いざという時に自ら動くための学びを得る。

担い
手育
成
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[ 水消火器体験  ※地元消防局および消防団 ]

地元消防士または消防団による水消火器の体験
いざという時に、消火器を使用できるよう体験する。

[ スタンプラリーの実施
]

来場者が各防災コンテンツを万遍なく体験して
もらうために、スタンプラリー企画を実施。
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03 プログラムの概要（防災力の向上・防災体験）



引用元：Google社「Google マップ、Google
Earth」

182CAFE

【屋内】

避難行動体験
（防災タイムトライアル）

小型ドローン操縦体験

【屋外】

大釜炊き出し教室
※屋根下にて実施想定

水消火器体験
※182CAFE横のスペース 13

04 レイアウト



04 レイアウト

引用元：Google社「Google マップ、Google
Earth」

【屋外】

防災ワークショップ
※企業ブース &
地元防災士・自主防災組織ブース

3～4ブース（テント設置）を展開想定

掲揚台前
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04 レイアウト

引用元：Google社「Google マップ、Google
Earth」

【屋外】

観光案内所前
重機操縦体験

※安全管理のため、侵入禁止のバリケードで重機の周囲を囲う
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04 レイアウト

引用元：Google社「Google マップ、Google
Earth」

【屋外】

ローソン横

防災ワークショップ
※企業ブース &
地元防災士・自主防災組織ブース

1～2ブース（テント設置）を展開想定

16



04 レイアウト

引用元：Google社「Google マップ、Google
Earth」

【屋内】

総合受付
※イベントへの参加エントリーの受付
・スタンプラリーカード配布

・スタンプラリー完了後の景品お渡し観光案内所
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